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11月 23日に行われた第 57回かのあ
し駅伝競走大会。秋の寒風を受けなが
ら走る選手たちに沿道からは多くの声
援が送られました。
大会結果は町ホームページで確認でき
ます。
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津和野町人事行政の運営等の状況について
１．職員の任免及び職員数に関する状況

（1）職員数

区　分 職員数
（H21.4.1 現在）

H21.4.2 ～ H22.4.1 職員数
（H22.4.1 現在）採用者数 退職者数

行政職 134 2 6 130
現業職 8 0 0 8
合計 142 2 6 138

2．職員の給与の状況
　町職員の給与は、条例、規則などで定められています。
　職員の給与には基本給としての給料と扶養、住居、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などがあります。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成 21年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

人件費率
（平成 19年度）

21年度 8,758 人 8,222,788 千円 90,484 千円 1,149,980 千円 14.0％ 14.3％

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費 B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

21年度 125人 448,601 千円 83,130 千円 184,875 千円 716,606 千円 5,733 千円

※職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成 21年 4月 1日現在の人数です。
（３）特記事項
　平成 22 年 4 月 1日から平成 23 年 3 月 31 日までの間、特別職（町長・副町長・教育長）の給料の 15%、職員の給料の 3%、
管理職手当の 25%の減額措置を行っています。
　平成 22年 7月 1日から平成 23年 3月 31日までの間、町議会議員の報酬の 5%の減額措置を行っています。

（４）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）
①一般行政職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区分　 平均年齢 平均給料月額
（※１）

平均給与月額
（※２）

平均給与月額
（国ベース）（※３）

津和野町 41.9 歳 320,700 円 406,726 円 341,581 円
島根県 44.3 歳 326,562 円 389,645 円 353,353 円
国 41.9 歳 325,579 円 － 395,666 円

②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額
（※１）

平均給与月額
（※２）

平均給与月額
（国ベース）（※３）

津和野町 41.8 歳 304,900 円 357,264 円 321,513 円
島根県 50.1 歳 339,620 円 388,172 円 361,015 円
国 49.3 歳 284,514 円 － 322,291 円

（５）職員の初任給の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）
区　分 津和野町 島根県 国

一般
行政職

大学卒 167,034 円 161,868 円 172,200 円

高校卒 135,897 円 131,694 円 140,100 円

技能
労務職

高校卒 133,084 円 137,898 円 －

中学卒 121,638 円 － －

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　分 経験年数
10年 15年 20年

一般
行政職

大学卒 251,279 円 312,825 円 342,265 円
高校卒 － 265,198 円 324,756 円

技能
労務職 高校卒 － 262,870 円 －

※１「平均給料月額」：平成 22 年 4 月 1 日
現在における各職種ごとの職員の基本給を平
均したものです。

※ 2「平均給与月額」：給料月額と毎月支払
われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などの諸手当の額を合計したものです。

※ 3「平均給与月額（国ベース）」：国家公務
員の平均給与月額には時間外勤務手当などが
含まれていないことから、比較のため国家公
務員と同じベースで再計算したものです。

（７）一般行政職の級別職員数の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
標準的な
職務内容

主事
技師

副主任主事
副主任技師

主任主事
主任技師

係長
主幹

課長補佐
主査 課長 参事

職員数 4人 12人 25人 17人 22人 17人 1人

構成比 4％ 12％ 26％ 17％ 23％ 17％ 1％

（８）期末手当・勤勉手当（平成 21 年度）
区　分 津和野町 島根県 国

１人当たり平均支給額 1,515 千円 1,536 千円 －

支給割合
期末手当 2.75 月分 （管 理 職 員）2.55 月分

（非管理職員）2.65 月分 2.75 月分

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分 1.40 月分

加算措置の状況
※職制上の段階、職務
の級等による加算措置

役職加算 5～ 10％ 5～ 20％ 5～ 20％

管理職加算 － 15～ 25％ 10～ 25％

（９）退職手当（平成 22 年 4 月 1 日現在）
津和野町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分 勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分 勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分 勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置　1～ 21％

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置　2～ 20％

（10）特殊勤務手当（平成 22 年 4 月 1 日現在）
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

各種徴収外
勤従事手当 税徴収担当職員 税等の外勤徴収業務 日額 200円

感染症防疫
従事手当 衛生担当職員 感染症防疫業務 日額 500円
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※津和野町の給与条例に基づ
く給料表の級区分による職員
数です。
※標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表的
な職務です。

※退職手当は、島根県市町村総
合事務組合の退職手当に関す
る条例により支給されます。

（11）時間外勤務手当（平成 21 年度普通会計決算）

支給実績 35,952 千円

職員１人当たり
平均支給年額 295千円

（12）その他の手当（平成 22 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度 支給実績
（平成 21年度）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（平成 21年度）

扶養
手当

・配偶者 13,000 円
・配偶者以外 6,500 円
・配偶者のない場合の 1 人目は
11,000 円（満 16歳から満 22歳
までの子について 5,000 円加算）

・配偶者 13,000 円
・配偶者以外 6,500 円
・配偶者のない場合の 1 人目は
11,000 円（満 16 歳から満 22 歳
までの子について 5,000 円加算）

18,260 千円 205,169 円

住居
手当

月額 12,000 円を越える家賃を
払っている者
限度額：27,000 円

月額 12,000 円を越える家賃を
払っている者
限度額：27,000 円

4,067 千円 239,235 円

通勤
手当

・交通機関等利用
限度額：55,000 円

・片道 2km以上自動車利用
限度額：30,000 円

・自家用車等の通勤距離区分及び
加算方法 15,139 千円 145,567 円

管理職
手当

・参　事　23,250 円
（31,000 円）

・その他　21,825 円
（29,100 円）

・役職に応じた支給 3,809 千円 272,071 円

宿日直
手当 ・1回につき 4,200 円 ・1回につき 4,200 円 1,560 千円 13,805 円

※管理職手当の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
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（13）特別職の報酬の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額等

給
料

町長 620,500 円　（730,000 円）
副町長 522,750 円　（615,000 円）
教育長 476,000 円　（560,000 円）

報
酬

議長 280,000 円
副議長 236,000 円
議員 197,000 円
委員長 207,000 円

期
末
手
当

町長
（平成 21年度支給割合）3.35 月分（役職加算 15％）副町長

教育長
議長

（平成 21年度支給割合）3.35 月分（役職加算 10％）副議長
議員
委員長

退
職

手
当

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
町長 730,000 円×在職年数× 5 14,600,000 円 在任期間ごと
副町長 615,000 円×在職年数× 3 7,380,000 円 在任期間ごと
教育長 560,000 円×在職年数× 2.3 5,152,000 円 在任期間ごと

※給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※退職手当の「１期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年）勤めた場合の見込額です。
※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

（14）部門別職員数の状況と主な増減理由
区　分

部　門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由平成 21年 平成 22年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1
総務 32 32
税務 9 8 △ 1 事務事業の見直し
民生 27 26 △ 1 年度途中の退職による不補充
衛生 10 11 1 水道会計からの職員の配置換え
農林水産 10 10
商工 6 6
土木 10 9 △ 1 事業量の縮小
計 105 103 △ 2 参考：人口 1,000 人当たり職員数 11.8 人

教育部門 19 19
小計 124 122 △ 2 参考：人口 1,000 人当たり職員数 13.9 人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病院 4 3 △ 1 病院への派遣職員の引上げ
水道 6 5 △ 1 環境衛生会計への職員の配置換え
下水 2 2
その他 6 6
小　計 18 16 △ 2

合　　計 142（157） 138（157） △ 4 参考：人口 1,000 人当たり職員数 15.8 人

※職員数は一般職に属する職員数で、（　）内は条例定数の合計です。
（15）年齢別職員構成の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

( １) 勤務時間
区　分 勤務時間

勤務を要する曜日 毎週月曜日から金曜日までの週 5日間
（国民の祝日及び 12月 30日から 1月 4日を除く）

１日当たりの
勤務時間 午前 8時 30分から午後 5時 15分まで休憩時間を除く、実質 7時間 45分勤務

１週間当たりの
勤務時間 38時間 45分勤務（7時間 45分× 5日間）

年間総勤務時間 2,015 時間勤務（38時間 45分× 52週間）

( ２) 休暇の概要
種　類 概　要

年次有給休暇 全職員に対し、1年（暦年）につき 20日間付与（前年に未使用日数がある場合は、
20日を限度とし翌年に繰越し）

病
気
休
暇

公務上の疾病 職員が公務上負傷若しくは疾病し、又は通勤により負傷若しくは疾病にかかった
場合その療養期間中は病気休暇を与える。

その他の疾病
職員が私事による負傷又は疾病のため療養を要する場合は、引き続き 90日を超
えない範囲内においてその療養に必要と認めた期間。ただし、結核性疾患の場合に
あっては、1年以内の期間とすることができる。

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等でかつ、職員と同居している者で負傷、
疾病等により 2週間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をする
ため、6月の期間内において受けることができる。休暇期間中の給与は減額。

特別休暇 選挙権その他公民としての権利の行使、婚姻、出産、交通機関の事故その他の特
別の事由により職員が勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇。

（３）特別休暇の種類（主なもの）
種　類 付与日数

公民権行使休暇 必要と認める期間
結婚休暇 7日以内（休日、勤務を要しない日を除く）
産前産後休暇 産前 8週間（多胎妊娠の場合 14週間）　産後 8週間
保育時間 満 1歳まで 1日 2回それぞれ 1時間以内（やむを得ない場合は連続取得可）
夏季休暇 3日以内

４．職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）分限処分者数（平成 21 年度）

処分の種類
処分事由 降任 免職 休職 降級 合計

勤務実績がよくない場合
（地公法第 28条第 1項第 1号） 0 0 0 0 0

心身の故障の場合
（地公法第 28条第 1項第 2号）
（地公法第 28条第 2項第 1号）

0 0 4 0 4

職に必要な適格性を欠く場合
（地公法第 28条第 1項第 3号） 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合　計 0 0 4 0 4

区　分 20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60
歳
以上

計

職員数 0人 4人 9人 12人 17人 21人 16人 9人 21人 22人 7人 0人 138人
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( ２) 懲戒処分者数（平成 21 年度）
処分の種類

処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合
（地公法第 29条第 1項第 1号） 0 0 1 0 1

職務上の義務に違反し又は職務を
怠った場合
（地公法第 29条第 1項第 2号）

0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくな
い非行のあった場合
（地公法第 29条第 1項第 3号）

0 0 0 0 0

合計 0 0 1 0 1

５．職員の服務の状況

（１）職員の年次有給休暇の取得状況（平成 21 年 1 月～ 12 月）

総付与日数
Ａ

総取得日数
Ｂ

全対象職員数
Ｃ

平均取得
日数
Ｂ /Ｃ

消化率
Ｂ /Ａ

5,255 日 1,470 日 143人 10.3 日 28%

（２）育児休業の取得状況（平成 21 年度）
区分 男性 女性

新たに育児休業を取得
した者 0人 4人

前年度から引き続いて
取得している者 0人 1人

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

（１）職員研修の状況（平成 21 年度）

研修区分 受講者数 研修内容等

研修所研修 30人
新規採用職員研修、新任課長補佐研修、中堅職員研修、町村若手・中
堅職員研修、地域別新規採用職員等人権・同和問題研修、接遇指導
者養成研修他

自主研修 136人 新規採用職員庁内研修、人材育成職員研修会、人事評価制度評価者
訓練他

各種専門研修 31人 指定管理者制度研修、定住促進研修、住民協働政策づくり講座、給
与実務講座、政策評価に関する研修他

合　計 197人
※受講者数は研修受講者の延べ人数

７．職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）安全衛生管理体制

区　分

総括安全
衛生管理者 安全管理者 衛生管理者 安全衛生

推進者等 産業医 安全衛生委員会

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数 委員数

選任状況 1 1 1 9
（２）職員のための福利厚生活事業

事業名 事業の概要・目的 決算額（千円）

労働安全・衛生事務 職員が職場で安全で健康に働けるようにするため、
安全衛生委員会の開催や産業医の設置等を行う。 117

健康診断事業 職員に対して、法定健康診断及び生活習慣病対策と
しての各種健康診断を実施する。 1,505

互助会負担金 島根県市町村職員共済組合の互助会に加入し、結婚
祝い金や会員及び家族療養費の給付を受けている。 762

福利厚生費 職員が各種福利厚生事業を行うのに対し、補助金を
交付する。 1,350

合計 3,734

（３）職員の健康診断の状況
健康診断の種類 受診者数（延べ人数）

人間ドッグ  45

定期健康診断 172

８．職員の競争試験及び選考の状況
（１）試験実施概要

職　種 受験資格 試験日程 試験内容
受付期間 第１次試験 第２次試験 第１次試験 第２次試験

社会福祉士
・昭和 49年 4月 2日以降に
生まれた人

・社会福祉士資格を有する人
（資格取得見込者を含む。）

平成 21年
7月 17日
　～
8月 18日

平成 21年
9月 20日

平成 21年
10月 10日

教養試験
専門試験

事務適正試験

論文試験
人物試験

（個人面接）
保健師

・昭和 58年 4月 2日以降に
生まれた人

・保健師資格を有する人（資
格取得見込者を含む。）

保育士
・昭和 58年 4月 2日以降に
生まれた人

・保育士資格を有する人（資
格取得見込者を含む。）

（２）試験実施結果

職　種 採用予定人数 申込者数 受験者数 第１次試験
合格者数

第２次試験
合格者数 採用者数

社会福祉士 1人 3人 2人 0人 － －

保健師 1人 2人 2人 1人 1人 1人

保育士 1人 3人 3人 1人 1人 1人

９．勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 21年度中において公平委員会からの勧告はありませんでした。

10．不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 21年度中において公平委員会からの是正の指示はありませんでした。

決算報告　津和野町の財政状況をお知らせします。
先月号に引き続き、平成 21年度特別会計決算額についてご報告します。

―平成 21年度特別会計　決算額―
科目 歳入 歳出 差引（歳入－歳出）

国民健康保険特別会計 11億 7,577 万 3千円 11億 2,456 万 4千円 5,120 万 9千円

老人保健特別会計 433万 8千円 435万 6千円 △ 18千円

介護保険特別会計 12億 1,940 万円 11億 9,441 万円 2,499 万円

後期高齢者医療特別会計 2億 8,914 万 3千円 2億 8,799 万 3千円 115万円

簡易水道事業特別会計 3億 2,627 万 9千円 3億 2,454 万 7千円 173万 2千円

下水道事業特別会計 2億 8,529 万 2千円 2億 8,392 万 5千円 136万 7千円

農業集落排水事業特別会計 452万円 448万 6千円 3万 4千円

奨学基金特別会計 1,778 万 1千円 1,778 万 1千円 0円

電気通信事業特別会計 1億 9,141 万円 1億 8,622 万 7千円 518万 3千円

診療所特別会計 1億 73万 1千円 8,029 万 1千円 2,044 万円

病院事業特別会計 6億 9,613 万 9千円 6億 9,182 万 4千円 431万 5千円

合計 43億 1,080 万 6千円 42億 40万 4千円 1億 1,040 万 2千円
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11
月
27
日
、
津
和
野
町
の
教
育
を
考

え
る
会
の
主
催
に
よ
り
熟
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

熟
議
と
は
、
多
く
の
当
事
者
に
よ
る

「
熟
慮
」
と
「
討
議
」
を
重
ね
な
が
ら

方
策
を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
身
近
な
問
題
を
皆
が
集
ま
っ
て
共

通
課
題
を
見
つ
け
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
は
約
40
人
の
参
加
者
が
６
人

程
度
に
分
か
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
集
約
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
文
部
科
学
省
の
池
田
陽
平

さ
ん
、
宮
崎
県
か
ら
熟
議
懇
談
委
員
の

日
渡
円
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
、
参
加
者
は

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
と
子
育
て
に
つ

い
て
本
音
で
話
し
合
う
良
い
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
13
日
、
日
原
保
育
園
で
津
和
野

町
女
性
消
防
団
員
が
紙
芝
居
と
人
形
劇

「
た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン
」
で
園
児
た

ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
劇
は
か
わ
い

い
5
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
た
こ
や
き
マ
ン

ト
マ
ン
」
が
火
の
玉
を
使
っ
て
わ
る
い

事
を
考
え
る
ゴ
エ
モ
ン
軍
団
を
や
っ
つ

け
る
と
い
う
内
容
で
、
子
ど
も
た
ち
は

劇
に
夢
中
！
ヒ
ー
ロ
ー
が
必
殺
技
・
火

消
し
シ
ャ
ワ
ー
で
や
っ
つ
け
る
と
き
に

は
み
ん
な
い
っ
せ
い
に
掛
け
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

消
防
団
の
消
化
活
動
を
題
材
に
し
た

人
形
劇
の
終
わ
り
に
は
た
こ
や
き
マ
ン

を
演
じ
た
団
員
か
ら
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
と
っ
て
も
嬉
し
い
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

正義のヒーロー！たこやきマントマン参上

11
月
25
日
、
森
二
に
お
住
ま
い
の
大

谷
侑
さ
ん
が
島
根
県
自
治
功
労
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

大
谷
さ
ん
は
昭
和
58
年
2
月
に
地
域

の
方
の
衆
望
を
担
っ
て
津
和
野
町
議
会

に
当
選
し
、
平
成
17
年
９
月
の
合
併
を

挟
み
平
成
18
年
4
月
末
日
ま
で
連
続
６

期
23
年
の
永
き
に
わ
た
り
町
議
会
議
員

と
し
て
町
勢
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
15
年
２
月
か
ら
平
成

17
年
9
月
の
合
併
ま
で
の
間
に
町
議
会

議
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
合
併
協
議

委
員
の
要
職
を
兼
ね
な
が
ら
議
会
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
に
献
身
的
な
努
力
を

払
わ
れ
た
こ
と
か
ら
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

大谷侑さん島根県自治功労賞を受賞

東
京
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
声
楽

家
・
小こ

じ
ま嶋

康や
す
こ子

さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

和わ
ぐ
り栗

雅ま
さ
こ子

さ
ん
を
招
い
て
の
学
校
公
演

が
11
月
１
日
に
津
和
野
町
民
体
育
館
、

２
日
に
日
原
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
嶋
さ
ん
は
両
親
が
本
町
出
身
。
小

さ
い
頃
は
高
津
川
で
遊
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、「
い
つ
か
、
津
和
野
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
実
現
し
て
嬉
し
い
で
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

日
原
中
学
校
で
の
公
演
で
は
『
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』
な
ど
７
演
目
を
披
露
、

生
徒
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
小
嶋
さ
ん
か
ら
は
「
色
ん
な
事
で

大
変
な
時
は
、
歌
を
歌
う
こ
と
が
力
に

な
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
と
嬉

し
い
で
す
。」と
生
徒
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

小嶋康子・和栗雅子　学校公演

10
月
31
日
の
日
曜
日
、
島
根
で
一
番

大
き
な
木
と
し
て
知
ら
れ
る
樟

く
す
の
きが

そ
び

え
る
堤
田
地
区
の
大お

お
も
と元

神
社
跡
に
お
い

て
、「
堤
田
大
元
神
社
２
７
５
年
式
年

祭
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

25
年
ご
と
に
行
な
っ
て
い
る
式
年
祭

で
は
、
地
元
住
民
ら
約
70
名
が
神
事
や

神
楽
の
奉
納
、
46
戸
の
世
帯
主
と
屋
号

を
記
し
た
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
な
い

ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
隣
接
す
る
農
村
公

園
で
の
祝
賀
会
に
は
、
地
域
の
方
は
も

と
よ
り
、
地
域
出
身
者
や
そ
の
家
族
な

ど
１
５
０
名
近
い
参
加
者
に
よ
り
、
日

原
神
楽
社
中
に
よ
る
石
見
神
楽
や
福
引

き
な
ど
を
楽
し
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

25 年ぶりの式年祭

11
月
11
日
、
火
災
時
の
煙
の
怖
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
日
原
分
遣
所
に
煙

体
験
ド
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
日
原
保
育

園
の
園
児
た
ち
が
煙
の
怖
さ
を
体
験
し

ま
し
た
。
ド
ー
ム
の
中
は
人
が
吸
い
込

ん
で
も
無
害
な
ガ
ス
で
満
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
っ
白
い
ガ
ス
が
充
満
し
た
テ

ン
ト
の
中
は
火
災
時
に
煙
が
発
生
し
た

状
況
が
再
現
さ
れ
、
視
界
が
奪
わ
れ
る

怖
さ
が
体
験
で
き
ま
す
。

園
児
た
ち
は
ガ
ス
で
い
っ
ぱ
い
の

ド
ー
ム
に
勢
い
よ
く
飛
び
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
視
界
の
悪
い
ド
ー
ム
か
ら
脱

出
し
た
と
き
に
は
、
手
で
し
っ
か
り
と

口
を
押
さ
え
、
出
来
る
だ
け
ガ
ス
を
吸

い
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
か
ら
火
事
の
時
に
煙
に
対
し
て
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
し
っ
か
り
覚
え
て
い

た
み
た
い
で
す
。

煙って怖いね

11
月
14
日
、
太
鼓
谷
稲
成
神
社
で
津

和
野
町
旅
館
組
合
、
津
和
野
町
観
光
協

会
の
主
催
に
よ
り
「
芋
煮
ふ
る
ま
い
と

明
石
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
の
３
月
に
兵

庫
県
明
石
市
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
開

催
が
実
現
し
ま
し
た
。

津
和
野
が
誇
る
里
芋
を
使
っ
た
芋
煮

に
明
石
市
特
産
の
鯛
を
使
っ
た
ダ
シ
が

加
わ
る
こ
と
で
出
来
上
が
る
絶
品
の
芋

煮
に
多
く
の
人
が
「
う
ま
い
！
」「
お

い
し
～
い
」と
声
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
地
元
津
和
野
太
鼓
や
よ
さ
こ

い
風ふ

う
が
そ
う
そ
う

雅
蒼
淙
の
公
演
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
人
は
舌
で
津
和
野
を
楽
し
ん
だ
だ
け

で
な
く
、
目
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

夢の共演！　津和野芋と明石鯛

「熟
じゅくぎ

議！未来の学校
～これからの津和野における教育と地域づくり～」

11
月
３
日
に
発
表
さ
れ
た
、
秋
の
叙

勲
に
お
い
て
笹
山
に
住
ま
い
の
永
田
秀

夫
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

永
田
さ
ん
は
昭
和
50
年
2
月
に
町
議

会
議
員
に
当
選
。
平
成
15
年
2
月
ま
で

連
続
7
期
28
年
の
永
き
に
わ
た
り
町
議

会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
振
興
と
町
勢

伸
展
に
取
り
組
ま
れ
町
内
の
産
業
・
経

済
・
教
育
・
文
化
・
福
祉
等
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
昭
和
62
年
か

ら
平
成
７
年
2
月
ま
で
は
、
町
議
会
議

長
を
務
め
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努

力
を
払
わ
れ
た
こ
と
か
ら
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

永田秀夫さんが旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章を受章

素晴らしい歌声を披露してくれた小嶋さん



11 広報つわの

平成22年 12月 22日発行2011 Vol.63

町からの
お知らせ

平成22年 12月 22日発行 2011 Vol.63

10 Public Relations Magazine Tsuwano Town

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
未
納

と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
の
年
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
万

が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得

が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

ま
た
、
学
生
以
外
の
方
な
ど
は
、
ご

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場

窓
口
、
ま
た
は
浜
田
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
認
定
基
準
の
一
部
改
正

厚
生
労
働
省
年
金
局
は
、
10
月
13
日

付
の
通
知
で
、
国
民
年
金
の
障
害
基
礎

年
金
、
厚
生
年
金
の
障
害
厚
生
年
金
の

認
定
基
準
と
な
る
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
障
害
認
定
基
準
」
の
一
部
を

改
正
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
（
実
施
は

11
月
1
日
）。

今
回
の
改
正
は
、
精
神
、
呼
吸
器
疾

患
及
び
心
疾
患
の
3
種
類
の
障
害
の
一

部
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
障
害

基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年
金
の
請
求
時

に
必
要
な
診
断
書
の
一
部
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
分
の
間

は
、
い
ま
ま
で
の
診
断
書
を
使
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

国民年金からのお知らせ
①20歳になったら国民年金加入の手続きを　②障害認定基準が変わりました 健康保険課　℡ 72-0651

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
は
な
く
、
思
い
が
け
な

い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
と
て
も

有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。

◎
義
務
と
権
利

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。

◎
加
入
の
手
続
き

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、
20

歳
に
な
っ
て
第
1
号
被
保
険
者
と
な
る

方
は
、
役
場
窓
口
で
直
接
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
方
や
、

そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
方

は
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

◎
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の

平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額

1
万
5
千
百
円
で
す
。

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い

た
め
に
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

11
月
3
日
、
日
原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
「
平
成
22
年
度
津
和
野
町
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
様
々

な
分
野
で
各
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
方
々
で
す
。

式
典
で
は
下
森
町
長
か
ら
受
賞
者
の
皆

さ
ん
へ
賞
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

【
個
人
】

入
江　
伸
雄
さ
ん
（
鷲
原
）

伝
統
行
事
で
あ
る
鷲
原
八
幡
宮
流
鏑
馬

神
事
の
継
続
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

村
田　
進
さ
ん
（
町
田
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
作
り
ク
ラ
ブ
」や「
津

和
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
な
ど
の
各
種

活
動
に
先
導
者
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

宮
本　
雅
子
さ
ん
（
上
横
瀬
東
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
に
花
束
や
弁
当

な
ど
を
配
る
な
ど
活
動
さ
れ
民
生
委
員
、

婦
人
会
な
ど
で
貢
献
も
大
き
く
、
地
域
か

ら
も
信
頼
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

11
月
21
日
、
津
和
野
町
、
津
和
野
町
教

育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
文
化
財
総
合
的

把
握
モ
デ
ル
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
津
和

野
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
、「
津
和
野
の
『
歴
史
遺
産
』
の
魅
力
と
そ
の

活
用
～
高
津
川
と
城
下
町
、
そ
し
て
石
見
人
が
培
っ
た
遺

産
を
引
き
継
ぎ
、
生
か
す
』
を
題
材
に
津
和
野
町
文
化
財

こ
の
日
は
、
記
念
講
演
と
し
て
森
政
之

氏
（
文
化
庁
伝
統
文
化
課
文
化
財
保
護
調

整
室
長
）
を
迎
え
「
文
化
財
保
護
の
お
け

る
重
点
施
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
、
文
化
財
保
護
の
目
的
、
経
過
報

告
な
ど
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
各
地
の
モ

デ
ル
事
業
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
内
で
の
こ
の
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
長
谷
川
堯
氏
（
武
蔵
野

美
術
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
り
「
津
和
野

の
歴
史
文
化
～
そ
の
特
色
、
魅
力
そ
し
て

未
来
に
つ
い
て
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
団
体
】

麓
耕
子
安
観
音
様
調
査
委
員
会

安
永
元
年
（
1
７
７
２
年
）
に
建
立
さ

れ
た
子
安
観
音
像
を
は
じ
め
、
永
年
観
音

様
通
夜
際
の
継
続
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平成 22年度　津和野町表彰式

入江伸雄さんら 3 名、１団体を表彰

平成 22年 12月 22日発行 2011 Vol.63

民
間
就
職
希
望
者　
志
望
企
業
に
全
員
内
定

津
高
で
は
、
民
間
就
職
希
望
者
が
1
次
選
考
で
全

員
内
定
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
9
月
末
で
県
内
ト
ッ

プ
の
就
職
内
定
率
１
０
０
％
で
す
。

全
国
・
県
内
で
の
高
校
生
の
就
職
内
定
率
の
状
況

は
、
9
月
末
で
全
国
平
均
が
4
割
、
島
根
県
平
均
も

42
％
、
10
月
末
で
も
県
内
高
校
生
は
67
％
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
す
。

そ
し
て
今
、
高
校
3
階
に
煌
々
と
点
る
灯
り
は
、

3
年
生
が
6
時
半
ま
で
学
校
で
学
習
す
る
灯
り
で

す
。
6
月
の
総
合
体
育
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
3

年
生
は
放
課
後
毎
日
、
補
習
と
そ
の
後
6
時
半
ま
で

の
学
校
自
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
室
以
外
の

部
屋
を
覗
く
と
、
面
接
練
習
や
小
論
文
指
導
を
教
員

と
一
対
一
で
行
う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
週
休
日
も
登

校
し
て
学
習
に
励
む
3
年
生
。
今
は
1
月
15
、
16
日

の
セ
ン
タ
ー
試
験
目
指
し
て
学
習
中
で
す
。

弓
道
部　
１
年
生
の
活
躍

津
高
弓
道
部
は
、
女
子
団
体
が
11
月
18
日
か
ら
20

日
ま
で
大
田
市
で
開
催
さ
れ
た
中
国
高
校
弓
道
新
人

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
い
て
2
年
連

続
の
出
場
で
す
。

弓
道
部
女
子
は
、
3

年
生
引
退
の
後
、
部
員

が
１
年
生
3
人
だ
け
に

な
り
ま
し
た
。
弓
道
の

団
体
は
4
人
で
競
射
を

し
、
上
位
3
人
の
記
録

を
競
う
も
の
で
、
3
人

が
団
体
を
組
め
る
最
低

限
の
人
数
で
す
。
そ
の

ぎ
り
ぎ
り
の
部
員
で
、

10
月
30
日
か
ら
の
島
根

津
和
野
の
歴
史
遺
産
を
活
か
す

文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

津
和
野
の
「
歴
史
遺
産
」
の
魅
力
と
そ
の
活
用

保
護
審
議
会
会
長
の
松
島
弘
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
各

分
野
で
著
名
な
有
識
者
5
人
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
津
和
野
城
址
跡
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
」
と
テ
ー
マ

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
対

し
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
専
門
的

な
視
点
か
ら
様
々
な
議
論
が
起
こ

り
、
北
垣
氏
は
「
文
化
財
と
し
て

の
石
垣
の
徹
底
調
査
を
行
っ
た
上

で
、
城
跡
を
ど
う
や
っ
て
活
用
し

て
い
く
の
か
を
地
域
と
の
対
話
に

よ
っ
て
方
向
づ
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

議
論
の
中
で
、
文
化
の
継
承
に

つ
い
て
は
何
を
次
の
世
代
に
継
承

し
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を

残
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え

る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と

い
っ
た
見
解
も
示
さ
れ
、
歴
史
あ

る
町
で
生
活
す
る
私
達
に
と
っ
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
充
実
し
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

松島弘氏 山崎一穎氏 矢ヶ崎善太郎氏 湯川洋司氏 北垣聰一郎氏 小林准士氏

森政之氏長谷川堯氏

県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
兼
中
国
高
校
新

人
大
会
県
予
選
で
１
日
目
に
上
位
4
チ
ー

ム
内
に
入
り
、
中
国
大
会
出
場
を
射
と
め

ま
し
た
。
中
国
大
会
出
場
チ
ー
ム
で
1
年

弓
道
部
女
子
団
体　
中
国
大
会
出
場
！

将
棋　
中
国
大
会
、
全
国
大
会
出
場
決
定
！

津
高
の
今

こ
ち
ら
津
和
野
高
校
支
援
係

20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
し
よ
う

生
だ
け
の
出
場
は
津
和
野
高
校
だ
け
で
す
。

中
国
大
会
本
番
で
は
、
1
年
生
に
と
っ
て
初
め

て
の
大
き
な
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
立

ち
目
の
4
射
が
思
う
よ
う
に
決
ま
ら
ず
、
平
常
心

を
取
り
戻
し
た
二
立
ち
目
で
の
挽
回
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
出
場
し
た
3
人
は
、
1
年
生
で
中

国
大
会
と
い
う
舞
台
に
出
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
、
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

将
棋
部
門　
全
国
大
会
へ

11
月
18
日
に
行
わ
れ
た
高
文
連
将
棋
部
門
の
新

人
大
会
で
2
年
生
の
江
山
さ
ん
が
見
事
準
優
勝
に

輝
き
、
12
月
の
山
口
で
の
中
国
大
会
、
1
月
に
群

馬
県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
文
連
将
棋
新
人
大
会
の

県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
山
陰　
津
高
生　
生
出
演

11
月
26
日
午
後
8
時
過
ぎ
か
ら
約
10
分
間
、
津

高
の
鍛
錬
行
事
「
鷗
外
か
ら
松
陰
へ
、
県
境
を
越

え
て
道
47
．
５
㎞
を
往
く
」
が
高
校
の
特
色
あ
る

行
動
と
し
て
Ｆ
Ｍ
山
陰
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｄデ

コ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
ラ
ジ
」
と
い
う
番
組
の
「
Ｄデ

コ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
レ

ポ
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
生
徒
会
の
報
道
委

員
長
と
副
委
員
長
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
電
話
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、
そ
れ
が
生
放
送
さ
れ

た
ま
し
た
。
鍛
錬
行
事
の
紹
介
、
感
想
、「
来
年
も

歩
き
ま
す
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
答
え
た
後
、
リ

ク
エ
ス
ト
し
た
曲
は　

さ
だ
ま
さ
し 

さ
ん　

の

「
案か

か

し
山
子
」。
津
高
生
ら
し
い
純
朴
な
受
け
答
え
だ
っ

た
と
は
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
感
想
で
し
た
。

こ
れ
ら
部
活
動
や
生
徒
会
の
場
で
、
津
高
生
は
、

生
徒
１
人
ひ
と
り
が
活
躍
す
る
場
に
恵
ま
れ
、
表

彰
台
に
立
て
る
チ
ャ
ン
ス
の
多
い
学
校
で
あ
る
と

い
え
そ
う
で
す
。
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町からの
お知らせ町からの

お知らせ

税に関するお知らせ
益田税務署　℡ 0856-22-0444

平
成
22
年
度
税
務
署
長
納
税
表
彰

平
成
22
年
度

津
和
野
町
児
童
生
徒
美
術
展

還
付
申
告
は
お
早
め
に
！

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

11
月
11
日
（
木
）、
益
田
商
工
会
議

所
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
の
益
田
税

務
署
長
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
津

和
野
町
か
ら
納
税
表
彰
を
2
名
、
感
謝

状
を
１
名
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
益
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
】

橋
本　
正
嗣
さ
ん

百
合
本　
修
司
さ
ん

【
益
田
税
務
署
署
長
納
税
感
謝
状
】

河
野　
奈
穂
子
さ
ん

津
和
野
町
内
の
児
童
生
徒
の
美
術
作

品
を
約
１
５
０
点
展
示
し
て
い
ま
す
。

是
非
，
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

【
日
時
】
平
成
23
年
1
月
14
日
か
ら

2
月
８
日　

午
前
9
時
か
ら
午
後
17
時

（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

【
会
場
】
安
野
光
雅
美
術
館　

昔
の
教
室

入
場
無
料
。
美
術
館
入
館
の
際
に
、

児
童
生
徒
美
術
展
の
見
学
で
あ
る

と
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
津
和
野
町
学
校
教
育
研
究
会

【
後
援
】
津
和
野
町
教
育
委
員
会

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

受
け
ず
に
源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
と
き

②
一
定
の
要
件
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
な

ど
を
し
て
、住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
と
き

③
多
額
の
医
療
費
を
支
出
し
た
と
き

④
災
害
や
盗
難
な
ど
で
資
産
に
損
害
を

受
け
た
と
き

⑤
特
定
の
寄
附
を
し
た
と
き
な
ど　

（
注
）
右
記
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の

還
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
1

月
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

書
類
等
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
送
な
ど

で
、
早
め
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

給与所得者の方が所得税の還付を受けるために申告をされる場合、源泉徴収
票と印鑑（認印）のほかに次の書類等が必要となります。申告書への添付等
をお忘れなく！

還付の手続に必要な書類等は？

納
税
表
彰
と
は
、
多
年
に
わ
た
り
、

納
税
貯
蓄
組
合
、
青
色
申
告
会
、
法
人

会
、
間
税
会
な
ど
税
務
関
係
民
間
団
体

を
通
じ
て
、
常
に
率
先
し
て
申
告
納
税

制
度
の
普
及
発
展
に
努
め
、
納
税
道
義

の
高
揚
に
功
績
の
あ
っ
た
方
並
び
に
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
方
、

租
税
教
育
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
方

を
税
務
署
長
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
今
年
の
管
内
の
受
彰
者
は
、
納

税
表
彰
4
名
、感
謝
状
10
名
の
方
で
す
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
以
降
、
接
種

の
ご
案
内
を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
４
月
に
第
１
期
（
標
準
３
歳
）

分
の
接
種
を
再
開
、
８
月
に
接
種
機
会

を
逃
し
た
お
子
さ
ん
へ
の
特
例
措
置
が

示
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
が
困
難
な

状
況
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
、
誰
の
接
種
機
会
を
優
先
的
に
確
保

す
る
か
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
経
過
を
踏
ま
え
、
優
先
と
さ

れ
た
方
か
ら
順
次
接
種
の
ご
案
内
を
再

開
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ご
案
内
す
る
方
以
外
で
、
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

特
例
措
置
の
概
要

平
成
17
年
５
月
30
日
か
ら
案
内
を
控

え
た
こ
と
に
よ
り
、
３
回
あ
る
第
１
期

の
接
種
機
会
を
逃
し
た
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
特
例
的
に
不
足
分
の
回
数
を

法
律
に
基
づ
い
て
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
６
ヶ
月
以

上
７
歳
６
ヶ
月
未
満
（
第
１
期
）
又
は

９
歳
以
上
13
歳
未
満
（
第
２
期
）
の
間

に
受
け
る
不
足
分
の
費
用
は
無
料
で
す
。

左
記
以
外
（
７
歳
６
ヶ
月
以
上
９
歳

未
満
）
で
は
任
意
接
種
（
自
己
負
担
）

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

社会保険料控除を受ける方 支払った国民年金保険料等の納付証明書
医療費控除を受ける方は 支払った医療費の領収書

生命保険料控除を受ける方は 生命保険料控除証明書
地震保険料控除を受ける方は 地震保険料控除証明書

住宅借入金等特別控除を受け
る方は

住民票の写し…
登記事項証明書…

売買契約書の写し又は請負契約書の写し…
住宅取得金等に係る借入金の年末残高証明書

※上記以外の書類等が必要となる場合もありますので、
詳しくは国税庁ホームページでご確認ください。

所得税の確定申告・納期限は…
3月15日（火）まで

確定申告に関
する情報は国
税庁HPの「確
定申告特集」
をご覧くださ
い。

●申告に必要な書類を印刷することができま
す。
●お問合せの多いQ＆Aを掲載しています。
●「確定申告書等作成コーナー」の案内にした
がって金額などを入力することで確定申告書の
作成ができます。

で国税庁 検索www.nta.go.jp

税
務
署
や
国
税
局
で
は

○
還
付
金
受
取
の
た
め
に
金
融
機
関

等
の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関

の
口
座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
還
付
金
受
取
の
た
め
に
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
へ
の
連
絡
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

日本脳炎予防接種について
◎第１期は接種再開　◎受けられなかった方への特例措置があります 健康保険課　℡ 72-0651

き
れ
い
な
川
や
海
を
守
る
た
め
、

次
の
事
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
「
保
守
点
検
」
を
行
う
こ
と

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
、
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
な

保
守
点
検
が
必
要
で
す
。

専
門
的
な
知
識
と
器
具
が
必
要
で
す

の
で
、
知
事
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検

業
者
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

②
「
清
掃
」
を
行
う
こ
と

年
に
１
回
以
上
、汚
泥
を
抜
き
取
る
清

掃
が
必
要
で
す
。津
和
野
町
の
許
可
を

火
遊
び
に
よ
る
火
災
件
数
は
、
1

日
あ
た
り
5.6
件
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
原
因
は
ラ
イ
タ
ー
が
半
分
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
遊
び
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
大
人
の
注

意
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
！

●
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
に
触
ら
せ
ず
、
火
遊
び
の

危
険
性
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は
き
ち
ん
と
捨
て

ま
し
ょ
う
。

　
ラ
イ
タ
ー
は
使
い
切
る
か
ガ
ス
抜
き

を
し
て
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
正
し
く
廃

棄
し
ま
し
ょ
う
。

【
ラ
イ
タ
ー
の
ガ
ス
の
抜
き
方
】

①
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を
確
認

浄化槽を設置している方へ原因の半分以上はライターです。
環境生活課　℡ 72-0309環境生活課　℡ 72-0309

通常の接種スケジュール
■第１期（合計３回）
・初回接種（２回）
生後６ヶ月以上７歳６ヶ月未満･
･･････････････････（標準３歳）
・追加接種（１回）
初回接種後、おおむね１年後･･･ 		
･･･････････････････（標準４歳）
■第２期（合計１回）
９歳以上13歳未満･･･（標準９歳）

例）８歳５ヶ月（平成 22年 8月
27 日現在）の子で過去に１回の
接種歴あり
⇒９歳になるのを待ち、その後、
６日以上の間隔で２回接種する

H22.8.27( 特例措置省令施行日）
これからの接種回数今までの接種回数

※接種回数には任意
接種を含みます

６日以上の間隔を
空けて 2回接種

おおむね、１年後に接種

接種年齢：６ヶ月～７歳６ヶ月
　　　　　９歳～ 13歳未満

受
け
た
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。

③
「
法
定
検
査
」
を
受
検
す
る
こ
と

浄
化
槽
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、

年
に
１
回
、
指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法

定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
「
法
定
検
査
」

に
つ
い
て
は
島

根
県
浄
化
槽
普

及
管
理
セ
ン
タ
ー

指
定
検
査
機
関

（
０
８
５
２
‐
24
‐

８
１
６
５
）
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

す
る
。

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。
着
火

し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。

③
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ

で
、
押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を

固
定
す
る
。

④
「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ

ば
、
ガ
ス
が
出
て
い
る 

（
聞
こ
え
な

い
場
合
は
炎
調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス

方
向
に
い
っ
ぱ
い
に
動
か
す
）。

⑤
そ
の
ま
ま
付
近
に
火
の
気
の
無
い
、

風
通
し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら

1
日
放
置
す
る
。

⑥
念
の
た
め
に
着
火
操

作
を
し
て
、
火
が
着

か
な
け
れ
ば
、
ガ
ス

抜
き
は
完
了
で
す
。

昨年行われた展示の様子。力のこもった作品が数多く展示
されます。
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様々な行政情報をお伝えするコーナーです

平成 22年 12月 22日発行 2011 Vol.63

町からの
お知らせ

益田地区広域市町村圏域事務組合　℡ 0856-31-0226

ふるさとづくりをご一緒に ･･･
ご意見をお寄せください。

消費者詐欺注意情報
ワンクリック詐欺に騙されないために

益
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
で
は
、「
第
３
次
益
田
地
区

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画(

案)

」
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画(

案)

は
、

平
成
２
年
度
に
21
世
紀
の
圏
域
づ
く
り

に
向
け
た
新
た
な
指
針
と
し
て
策
定
さ

れ
た
「
益
田
地
区
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

計
画
」、
平
成
12
年
度
に
見
直
さ
れ
た

「
第
２
次
益
田
地
区
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
計
画
」
を
見
直
し
た
も
の
で
、
今
後

の
広
域
圏
の
指
針
と
し
て
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

◆
計
画（
案
）が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

・
津
和
野
町
本
庁
舎
地
域
振
興
課

・
津
和
野
庁
舎
商
工
観
光
課

（
益
田
市
の
広
域
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
）

◆
意
見
の
募
集
期
間

平
成
23
年
１
月
４
日
（
火
）
か
ら

平
成
23
年
１
月
24
日
（
月
）
ま
で

◆
意
見
の
提
出
方
法
・
提
出
先

【
郵
便
の
場
合
】

〒
６
９
８-

８
６
５
０　

益
田
市
常
盤
町
１
番
１
号

　
益
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
企
画
振
興
課

【
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
】

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
８
５
６
‐
31
‐
０
３
１
５

【
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
】

　

koiki@
city.m

asuda.lg.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
て
あ

る
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら

い
き
な
り
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ

た
。
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
た
と
え
ば
…

・
ウ
ェ
ブ
上
の
あ
る
サ
イ
ト
で
年
齢

認
証
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
い
き
な
り

「
登
録
」
と
な
り
、
７
万
円
を
請
求

さ
れ
た
。
請
求
画
面
を
消
し
て
も
５

分
お
き
に
現
れ
る
。

・
ゲ
ー
ム
の
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、

い
つ
も
間
に
か
有
料
サ
イ
ト
に
入
っ

て
し
ま
い
料
金
の
請
求
画
面
が
出

た
。

●
不
用
意
に
ア
ク
セ
ス
・
ク
リ
ッ
ク
し

な
い

相
談
事
例
で
は
、
年
連
認
証
で

「
は
い
」「
18
歳
以
上
」
の
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
請
求
画
面
が

現
れ
た
。
と
い
う
ケ
ー
ス
を
多
く
見

か
け
ま
す
。
安
易
に
「
は
い
」
ボ

タ
ン
な
ど
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
一
番
の
対
策

は
有
料
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な

い
こ
と
で
す
。

●
決
し
て
業
者
に
連
絡
し
な
い

請
求
画
面
に
は
あ
た
か
も
個
人
情

報
が
登
録
さ
れ
た
よ
う
に
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
プ
ロ
バ

イ
ダ
名
は
把
握
さ
れ
て
も
個
人
を
特

定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電

話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
は
、

【
持
参
の
場
合
】

・
津
和
野
町
本
庁
舎　
地
域
振
興
課

・
津
和
野
庁
舎　
商
工
観
光
課

◆
意
見
の
提
出
様
式

　
特
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
意
見

書
に
は
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
で
き
る
人

　
圏
域
内（
益
田
市・津
和
野
町・
吉
賀

町
）に
住
所
を
有
す
る
人
、圏
域
内
の
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
、

圏
域
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

◆
留
意
事
項

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
除
い
た
全
て
を
公

開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
口
頭
（
電
話
等
）
に
よ
る
ご
意
見
の

受
付
及
び
個
別
の
回
答
に
は
応
じ
か
ね

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

消費者センター石見地区相談室　℡ 0856-23-3657
税務住民課　　　℡ 74-0059

個
人
情
報
を
業
者
に
知
ら
せ
る
こ
と

と
同
じ
で
す
。「
退
会
し
た
い
。」
意

思
表
示
を
含
め
、
こ
ち
ら
か
ら
は
決

し
て
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
言
わ
れ
る
ま
ま
支
払
わ
な
い

「
登
録
さ
れ
ま
し
た
。」
と
画
面
に

出
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
契
約

が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
業
者
に
言
わ
れ
る
ま

ま
に
お
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
で

す
。
支
払
え
ば
さ
ら
に
請
求
さ
れ

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、「
縁
切

り
」
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
未
成
年
者
は
家
族
に
相
談
す
る
こ
と

中
学
生
・
高
校
生
と
い
っ
た
未
成

年
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
家
族
や
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
の
請
求
画
面
が
消
え
な
い
場

合

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

り
パ
ソ
コ
ン
に
定
期
的
に
請
求
画

面
が
表
示
さ
れ
る
場
合
に
は
、
独

立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機

構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ　

http://w
w
w
.

ipa.go.jp/security/topics/
alert20080909.htm

l

）
が
公
表

し
て
い
る
対
処
方
法
を
参
照
し
て
、

シ
ス
テ
ム
の
復
元
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

の
初
期
化
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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【津和野共存病院　TEL:72-0660】
◆月曜日 /整形外科 (午後 )
　　　　　小児科予防接種・乳児検診 (午後 /予約制 )
◆火曜日 /外科（午前）
◆水曜日 /小児科予防接種・乳児検診 (午後 /予約制 )
◆木曜日 /外科・産婦人科（午前）耳鼻咽喉科（午後）
◆金曜日 /整形外科 (午前 /午後 )
　　　　　小児科予防接種・乳児検診 (午後 /予約制 )
※内科 : 月～金曜日 (午前 )
　　　　(日本神経学会専門医 )初診の場合要予約
※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13時より開始です。
※産婦人科：木曜日午前の教授診療は今までどおりです。(月1
回 )
※耳鼻咽喉科 :９月から木曜日午後2時15分より開始です。
※整形外科：月曜日の診療は12月から午後1時より開始です。

【日原診療所　TEL:74-0121】
◆月曜日 /内科（午前 /午後）
◆火曜日 /内科（午前 /午後）
　外科（第 1・3・5火曜日 8時 30分～9時 30分）
　※受付は 9時まで
◆水曜日 /内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
◆木曜日 /内科（午前）
◆金曜日 /内科（午前 /午後）
◆土曜日 /内科 ( 午前 )　※毎週診療あり
　　　　　泌尿器科 (午前 ) 第 1、3、5
※泌尿器科の予約は 74－0121まで
※水曜日・土曜日は、午前のみです。
※診療日程は、変更する場合があります。
※ 12/30 ～ 1/3 まで休診となります。

【和﨑医院 TEL:72-0025】 
◆水曜日 /肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/予約制
※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。
※リウマチ・膠原病専門外来 (専門医 ) を行っています。
※土曜日午後は診療しています (14時から17時まで、ただし
受付は16時30分まで )。

【つわぶき医院　TEL:72-3500】
◆火曜日 /ペインクリニック 15:00 ～ 18:00
◆木曜日 /ペインクリニック 9:00 ～ 12:30
※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談ください。
※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談
1 月 14日 ( 金 ) 日原山村開発センター　9:30 ～ 14:30
問 : 津和野町社会福祉協議会　　TEL：74-1617

◎無料行政相談
1 月 14日（金）津和野町福祉センター10:00 ～ 12:00
1 月 14日（金）日原山村開発センター　9:30 ～ 14:30
1 月 28日（金）津和野町福祉センター10:00 ～ 12:00
問 : 総務財政課　TEL:74-0028

◎手話生活相談
1 月 12日（水）役場本庁舎 13:30 ～ 16:00
1 月 26日（水）役場本庁舎 13:30 ～ 16:00
問 : 津和野町福祉事務所　TEL：72-0673

◎年金相談
1 月 25日 ( 水 ) 益田市民学習センター 10:00 ～ 16:00
1 月 28日 ( 金 ) 日原公民館　10:00 ～ 15:00
※ 28日は年金定期便に関する相談となります。
問 : 健康保険課　TEL：72-0651

◎心配ごと相談
1 月 11日（火）木部公民館（木部）9:00 ～ 11:30
1 月 12日（水）小川公民館（小川）13:30 ～ 15:30
1 月 14日（金）津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00
1 月 11日（火）畑迫公民館（畑迫）9:00 ～ 11:00
1 月 28日（金）津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00
問 : 津和野町社会福祉協議会　TEL：72-1494

◎無料法律相談 ( 要予約 )
1月 21日（金）津和野町福祉センター 13:00～16:00
問・予 : 津和野町社会福祉協議会　TEL：72-1494

◎健康相談
1 月 11日（火）日原山村開発センター　13:00 ～ 15:00
1 月 24日（月）日原山村開発センター　13:00 ～ 15:00
問 : 健康保険課　TEL：72-0651

◎生活支援 ( 精神障がい ) 相談 ( 要予約 )
1 月 21日（金）津和野町民センター 10:00 ～ 15:00
問・予約 : 津和野町福祉事務所　TEL：72-0673

◎カンガルー教室　※妊娠数 23週頃までの方が対象です。
１月 19日（水）直地児童館　９:20 ～ 12:00
※子育て支援センター内で行います。
問 : 健康保険課　TEL：72-0651

◎育児相談
※各会場の子育て支援センター内で行います。
乳幼児の育児に関する相談、計測など
１月 13日（木）日原保育園　10:30 ～ 11:30
１月 25日（火）直地児童館　10:30 ～ 11:30	
問：健康保険課　TEL：72-0651

◎自殺予防いのちの電話
日時：１月 10日（金）午前８時～翌午前８時（24時間）
電話：0120-738-556（フリーダイアル）
内容：自殺予防に関する相談

◎公立学校臨時的任用教員（U・I ターンの方）
都市部からの優秀な人材のU・I ターンを促し、教育の質の
向上と地域の活性化を図るため、募集します。
【内容】県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の

臨時的任用教員または非常勤講師
【募集人員】特になし
【応募資格】①小学校・中学校・高等学校（該当となる校種
）の普通免許状を所有していること　②特別支援学校（盲学
校、聾

ろう
学校、養護学校または特別支援学校の教諭の普通免許

状を所有し、かつ小学校・中学校・高等学校の教諭の普通免
許状を所有していること　③養護教諭の普通免許を所有して
いること　※教諭としての勤務経験は問いません。
詳しくは島根県義務教育課へお問合せください。
【応募締切】平成 23年１月７日（金）
問：島根県義務教育課　TEL：0852-22-5422
http://www.pref.shimane.lg.jp/gimukyoiku/

◎平成 23 年度　西部高等技術校訓練生募集（2 次募集）
【普通課程】OAシステム科　2名程度
【短期課程（若年者）】建築科　9名程度
【短期課程（一般）】機械加工・溶接科　９名程度
【訓練期間】平成 23年４月から平成 24年３月
【受付期間】平成 22年 12月 22日（水）から平成 23年２
月 4日（金）
応募資格・方法など詳しくはお問合せください。
問：島根県立益田高等技術校　TEL：0852-22-2450

◎島根県聴覚障害者情報センター
　当センターでは、「聴覚障がい者」の方やその家族を支援
する手話、字幕入りビデオの貸出（ビデオライブラリー）や
社会参加のための支援などの相談業務も行っています。
島根県西部視聴覚障害者情報センター（浜田市）でもビデオ
ライブラリーのみ行っています。
問：島根県聴覚障害者情報センター
TEL：0852-32-5960　FAX：0852-32-5961
E-Mail：center@shimane-choukaku.jp

◎ケアサロン津和野　※予約は不要です。
　「がんや難病の患者とその家族が、医療や治療情報、また
悩みや心配ごとを話し合い、それらを共有してお互いにがん
ばっていこう！」そんな場所づくりを目指しています。

・開催日時：毎月第２土曜日　13:30 ～
・開催場所：津和野町民センター

◎平成 22 年度　保育の就職相談会
保育職場で働きたいと考えている方を対象に、保育所（園）
の採用担当者による面接相談など就職に関する相談、情報提
供を行います。当日は、求職登録もできますので、お気軽に
ご参加ください。託児室もあります。
【開催日時・会場】
松江会場：1月 16日（日）13:30 ～ 15:30
島根県民会館「展示ホール」
浜田会場：1月 23日（日）13:30 ～ 15:30
石央文化ホール「展示ホール」
問：社会福祉法人　島根県社会福祉協議会
TEL：0852-32-5957
http://www.fukushi-shimane.or.jp/jinzai/

◎第２回暮らしの講演会
島根県行政書士会益田支部では、地域の皆様の身近な暮らし
の問題の解決に少しでもお手伝いできればとの思いから下
記の通り講演会を行います。入場は無料、先着順となります。
演題：「知っておきたい相続・遺言」
講師：渋瀬　清治（山口県行政書士会会員）
開催日時：平成 23年 2月 20日（日）14:00 ～ 16:30
場所：益田市立保健センター（３階　大ホール）
益田駅前ビル EAGA（益田市駅前町 17番 1号）
問：行政書士田原良隆事務所　TEL：0856-22-2073

いろいろな情報交換のほか、参加者全員が県のがん検診啓
発サポーターに登録、公民館教室などの機会を通じ、がん
予防の啓発活動にも取り組んでいます。９月２３日には、
山田邦子さんの講演もあった「知ろう、語ろうがんのこと」
　ｉｎ　益田にも出席しました。このサロンはみなさんで

手話コミュニケーション

ご案内各種相談

ひとつの手話単語にいくつかの日本語表現があります。
手話は視覚言語といわれるように、日本語を手指先だけで
表現するのではなく、手指の大きな動き、顔の表情や首の動
きを使って、映像的に表現します。
今月は先月に引き続き数字の表現をご紹介します。

数字の【6  7  8  9  10】

つくるサロンです。日常の
不安や悩み、疑問など、ど
んな話題でも大丈夫。楽し
いサロンを一緒につくって
みませんか。お待ちしてお
ります。
問：益成　馨
TEL:72-0822

6 7

8 9 10

様々なご意見ありがとうございます。
皆様からのご意見については今後の参考にさせていた
だきます。

○役場が休みの日には、公用車などのレンタルをした
らどうでしょうか。

○自然を利用したあそびを復活、発見・販売し、おも
てなしする活動を行ってはどうか。

○専業農業者に対する町独自の支援援助をしてほし
い。

町に対する意見募集について
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